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1.ホーム  使用言語：簡体字・繁体字・日本語・英語を選択してください。 

 

ホームで普通検索及び詳細検索ができる。 

 

2.古典籍ライブラリ 

 

古典籍ライブラリはコンテンツの目次であり、納めている書籍の詳細を目次に

従って一覧できる。古典籍ライブラリでも普通検索や詳細検索ができる。 

https://www.kaixi.jp/


 

3.普通検索 

 
検索したい文字や言葉を入力し、上図の赤い枠の「異体字セット連携検索」を

チェックの状態であれば、簡体字や繁体字及び日本の漢字でも検索できる。 

例：「円満」という日本の漢字で検索しても、下記の統一の中国語の「圓滿」

の結果が出る。 

 

もし、結果を大きく展開したいならば、 を押せば、目次が縮んで、検索

結果の横幅が大きく左へ展開できる。 

ヒットした言葉も赤い文字で表示される。 



 

 

4.詳細検索 

 

高級検索には「書名」、「著者」、「時代」、「版本」、「本文のみ」、「注文のみ」と

「分類」検索ができる。これらは単独で検索もできるし、組み合わせ検索もで

きる。組合せもできる。組合せ検索は「条件を追加」を押せば条件を追加され

る。 



例：正文は「孔子」、分類は「四庫全書」で、四庫全書の範囲で「孔子」を検

索される 

 
下記のヒットした「孔子」はすべて「四庫全書」範囲内です。 

 

 

5.新規登録 

大学でコンテンツを利用する場合はキーワード検索、書籍の閲覧は問題ない

が、もし、個人的に「私のメモ」、「お気に入り」、「ブックマーク」、「閲読履

歴」と「AI 質問」等の利用をしたい場合はユーザ新規登録が必要である。 

ユーザ区分：学生ユーザと一般ユーザをどっちかにチェック 

アカウント：ローマ字か漢字を 4文字以上入力 

ご氏名：実名でお願い 

メールアドレス：現在使っているメールアドレスを記入 



認証コード：Email 記入後、「認証コードを取得」を押せば、認証コードは記入

したメールアドレスに送られる。送ってきた認証コードを記入 

電話番号：電話番号は-なしで記入 

パスワード：6桁以上のパスワードを記入 

確認パスワード：上記と同じパスワード記入 

招待コード：空欄のままで 

 



最後は規定に同意にチェックを入れた上で「新規登録」を押せば、ユーザ新規

登録になる。 

 

6.ユーザログイン 

ユーザ新規登録が完了後、利用可能期間は大学契約期間まで利用可能。 

個人の場合はトライアルが１日だけ。トライアル期間が過ぎた場合は、検索使

用が可能であるが、閲読は年間契約が必要である。 

 

 

 

ユーザ新規登録で記入したアカウント名とパスワードを記入した上で「認証コ

ードを取得」を押して、新規登録であなたのメールアドレスに届いた認証コー

ドを記入すれば、ログインできる。パスワードを忘れた場合、「パスワードを

忘れの方」でパスワードの再設定できる。 

 

7.本棚 

本棚に入るには必ずユーザログオンが必要。 

閲覧記録 



 
蔵書コレクション 

 

メモ一覧 

 
ブックマーク一覧 

 
誤り報告履歴 



 
コンテンツの文字の誤りがあれば、修正できる。修正の履歴はここに記録され

る。 

 

8.検索でヒットした言葉を書籍の位置に辿る 

 
検索語「円満」を例にすると、ヒットした欄にマウスを当てると、長い前後文

が表示される。更にクリックすると、ヒットした検索語はその書籍の何ページ

に位置しているかは下記のようにリストで表示される。「＜」で元の検索画面

に戻れる。 

 
 

前後文で第十六頁が探したい内容であれば、第十六頁の欄をクリックすれば、

書籍の十六ページに飛んでいく。 

 



 

十六ページの「圓滿」は赤い字で表示される。 

 

9.書籍の閲読画面の説明 

書籍の閲読に入るには目次から入るのと、検索後、ヒットした画面から入る二

通りがある。閲読に入るにはユーザログインする必要がある。 

（1）目次から入る 

 

閲読したい書籍を目次の分類から展開して、右から二列目の 「閲読」をク

リックすれば、その書籍の閲読画面に変わる。 

 

 

 



 
左は書籍の目録である。 

 

上は「書内検索」、「原文テキスト」、「原文画像」、「並べて表示」、「句読モー

ド」、「句専門句読」「訳現代語訳」のツールバーである。このツールバー左右

移動できる。 

「テキスト選択」は文書選択である。枠内の活字文章をカーソル

で一部分或いは全部を選択したい場合、これをクリックして色を

反転する必要がある。 

「テキストドラック」は全体の本文の枠を移動する。 

「+」、「-」は本文の枠を拡大、縮小することができる。 

「ǀ＜」は最後のページに飛ぶ、「＞ǀ」は最初のページに飛ぶ。 

「＜前のページ」、「＞次のページ」はぺーじの移動。 

「1」は現在所在しているページ、「共 215」はこの書籍は全部で

215 ページである。「Go」は行きたいページの数字を入力して Go を

押せば、そのページに飛ぶ。 

「〇簡体/繫体」閲読するには初期状態は繫体字であるが、一回こ

こを押せば、簡体字で表示される。 

「Ａ宋体」はフォントの変更ができる。 

「Ａ」は文字の色を変えることができる。 

「問ＡＩ」古典の問題はここでＡＩに聞くことができる。コンテ

ンツの４万種の書籍は全部ＡＩに読ませたので、専門的な質問で

もＡＩも答えることができる。 



 

本文にダブルクリックすれば、本文は全画面で表示することができる。「Esc」

で元に戻る。 

 

10.書内検索 

 
このタイトル書籍の範囲内で検索したい場合にはこの機能を使えばいい。 

「八卦」をキーワードとして検索してみた。結果は 

 



ヒットした検索語の詳細を見たい場合は「ジャンプ」を押せば、そのページに

飛んでいく。 

 

11. 「原文テキスト」 

 

本文のみの表示 

 

12.「原文画像」 

 



13.「並べて表示」 

 
原文本文と原文画像が並べて表示、左右同時移動可能。文と画像参照可能。 

 

14.「句読モード」 

 

人工知能の AI で文章に句読点を自動につけてくれる。 

 

15.「句専門句読」 

 



 
人工知能の AI は専門的に句読点をつけてくれる同時に、書名、人名、専名を

色で表示してくれる。 

 

15.「テキスト選択」 

 

カーソルで文字を選択すると選択した文字の上でツールバーが表示される 

 

左から「文字数」、「コピー」、「ＡＩに質問」、「辞書」、「検索」、「音読」、「誤り

報告」、「お気に入り」、「ブックマーク」、「メモ」と「印刷」。 

 

(1)文字数は選択した文字数はここでカウントしている。 



(2)コピーは選択した文字をコピーして、Word か text に貼り付けることができ

る。 

(3)AI 質問は選択した言葉を AI に質問することができる。現在「名誉」という

言葉を選択したので、問 AI に押すと、古籍知能助手が起動され、「名誉」

に関する質問することができる。 

 

赤い矢印でこのタイトルの本書で聞くか、コンテンツの全庫で聞くかは選択

できる。 

質問例：「名誉之人指的是谁？」 

 



 

返答が沢山あり、最後の結論を見よう。 

下図のようにきちんと答えてくれた。しかも結論の裏付けのページもリング

してくれた。これは研究に大いに役に立つだろう。 



 
 

(4)辞書は字と言葉の意味を調べることができる。コンテンツには「康熙字

典」「説文解字」「新華字典」「漢典」「漢語大詞典」「現代漢語詞典」の六つ

字典、詞典の機能がある。しかも AI の解釈も見ることができる。 



 

 

(5)検索は選択した言葉を検索にかけることができる。 

 
検索を押すと、この本で検索するか、全書庫で検索するか聞いてくる。 

 

(6)音読は選択した文字は音声で朗読することができる。 

(7)誤り報告はもし、本文に間違った入力した字があれば、誤りを訂正するこ

とができる。 



 

これは修正モード画面である。間違った字を修正後、誤り送信をすれば、管理

者が定期的に審査して間違った文書や文字を修正する。誤り訂正を中止は提出

放棄である。 

 

(8)気に入り 

(9)ブックマーク 

(10)メモ 

(11)印刷 

 

16.AI に質問 

AI に対する質問は中国語のみでなく、日本語も英語も多言語も質問することが

できる。 

日本語質問例：「江戸時代に日本有名な漢詩作者を教えて下さい。」 

返答： 

ご質問は「江戸時代に日本で有名な漢詩作者を教えてください」というもので

あり、これは古籍・文献学・日本漢文学史の範疇に属します。以下、ご提供い

ただいた資料に基づき、江戸時代（1603–1868）に活動し、漢詩で名を馳せた

人物を整理いたします。 

 

一、明其来历：資料出典の確認 

ご提示の資料は以下の 5点から構成されています： 

 

《日本雜事詩》（清・黄遵憲撰）——第 37–39 頁 



《文學部》（明治・神宮司庁編『先哲叢談』等を収録）——第 2047–2049 頁 

《群書類從本新撰字鏡》（平安時代・昌住撰）——但し、引用内容は後世の注釈

を含む 

《廣文庫さ部》（物集高見著）——内容は 3とほぼ同一 

《國史大系第７卷》（太安万侶ほか）——同様に 34 と重複 

これらのうち、江戸時代の漢詩人に関する具体的記述は、主に 1《日本雜事

詩》と 2《文學部》（『先哲叢談』系）に集中しています。以下、その記載に基

づき人物を列挙・解説します。 

 

二、江戸時代の代表的漢詩作者（資料に基づく） 

（1）新井白石（あらい はくせき） 

号：白石 

出自：《日本雜事詩》第 38 頁「新井君美著有白石詩稿」 

備考：「君美」は字または別称か。江戸幕府儒官として著名。朱子学を基盤と

しつつ、実証的な歴史・政治思想でも知られる。漢詩も秀逸とされる。 

（2）梁田邦美（やなだ くによし） 

字：景鸞 

号：蜕岩（てつがん） 

出自：《日本雜事詩》第 38 頁；《文學部》第 2047 頁 

特徴： 

-初め宋の欧陽修・蘇軾・陸游を学び、中年以降は唐の李杜（李白・杜甫）を

宗とし、さらに明代の王世貞（弇州）、李攀龍（济南）ら前後七子を経て、最

終的に盛唐を正統とみなす。 

-「一旦大夢覺……寧爲王李取履不敢辭」と自述し、復古的傾向が強い。 

（3）菅茶山（かん ちゃざん） 

本名：菅晋師 

号：茶山 

出自：《日本雜事詩》第 38 頁「菅晉師字禮卿號茶山……有黄葉夕陽村舍詩稿」 

評価：江戸後期の代表的漢詩人。黄遵憲もその詩集を知っていた模様。 

（4）賴山陽（らい さんよう） 

本名：賴襄 

号：山陽（資料中は「賴惟柔字千褀號杏坪」などとあるが、これは別の人物か

誤記の可能性あり） 

関連記述：《日本雜事詩》に「賴惟寛」「賴惟柔」が登場。ただし、「賴襄」は

『日本外史』で有名な漢詩人・史家であり、資料 2の「賴惟柔」はその一族か

別名か要検討。 

補足：資料 2第 2048 頁に「源琴臺……唐則杜韓元白、宋則蘇陸范楊以爲言志

之規法……天下之詩相一變」とあり、山陽の影響下にある清新流麗の詩風が江



戸後期に広まったと記されている。 

（5）市河米庵（いちかわべいあん）・柏木如亭（かしわぎ じょてい）・菊池五

山（きくち ござん） 

出自：《日本雜事詩》第 38 頁 -柏木昶（如亭）：信濃人、「晚晴堂集」あり 

-菊池五山：「五山堂詩話」あり、「絶句名家」と称される 

-市河寛斎（子静）：上毛人、「七絶最所擅塲」と評される 

共通点：江戸後期の「絶句」（七言四句）専門の詩人として知られ、唐宋詩の

技巧を模倣しながらも日本的感性を融合。 

（6）小野篁（おのの たかむら）——※ただし平安初期 

注意：資料 345 に「小野篁」が登場するが、彼は平安初期（9世紀）の人物で

あり、江戸時代ではない。ただし、江戸時代の詩人が彼を「日本における白楽

天に対抗する詩人」として再評価していたことは、《日本雜事詩》第 38 頁や

《江談抄》引用から明らか。 

意義：江戸漢詩人の間で「小野篁＝日本版白居易」という神話が形成され、文

化アイデンティティの象徴として語られた。 

（7）陳元贇（ちんげんふん）と元政上人 

出自：《文學部》第 2048–2049 頁 

陳元贇：明末の渡来人。尾張藩に仕え、袁宏道（袁中郎）の「性霊説」を日本

に伝えた。 

元政上人：僧侶。陳と唱和し、「元元唱和集」を刊行。 

影響：この二人を通じて、明代公安派（袁中郎）の詩風が江戸初期に流入し、

後の詩壇に影響を与えた。 

三、詩風の変遷と潮流（資料からの総括） 

《日本雜事詩》第 38 頁によれば、江戸漢詩の流れは以下の通り： 

 

「詩初學唐人，於明學李王，於宋學蘇陸，後學晚唐變爲四靈，逮乎我朝王袁趙

張船山四家最著名」 

 

つまり： 

初期：唐詩（李杜）→ 明代（李攀龍・王世貞）→ 宋詩（蘇軾・陸游） 

後期：明代後期の袁宏道（随園＝袁枚と混同？）・趙執信・張問陶・船山（王

夫之？）らの影響 

特に白居易（香山）と袁枚（随園）への傾倒が顕著で、「学之者十八九」とま

で記す。 

また、《文學部》では、源琴臺が唐宋の大家を範とし、「天下之詩相一變而爲清

新流麗之風」と評され、江戸後期の主流詩風を確立したとされる。 

 

四、結論 



ご提供資料に基づき、江戸時代に著名だった漢詩作者として以下の諸名を挙げ

ることができます： 

 


